
みちづくし in のべおか２０２５ 実施報告

■主催：みちづくしｉｎのべおか２０２５実行委員会
■共催：道守九州会議、国土交通省九州地方整備局、宮崎県、延岡市、一般社団法人九州地域づくり協会
■後援：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、九州風景街道推進会議、九州・沖縄「道の駅」連絡会

◎この事業の一部は、（一社）九州地域づくり協会の助成金を受けて実施しました。

九州各県の道守が延岡に大集結！

２．功労者、奨励賞、感謝状授与

根岸裕孝実行委員長、塚原健一道守九
州会議代表世話人の主催者挨拶に始まり、
来賓の河野俊嗣宮崎県知事、三浦久知延
岡市長、垣下禎裕九州地方整備局長より
挨拶をいただきました。

長年にわたり道守活動を九州各地で続
けられてきた１２名(団体)の皆さんが表
彰され、表彰状と記念品が道守九州会議
の塚原健一代表世話人より手渡されまし
た。

令和７年1０月２３日から１０月２４日の２日間
にわたり宮崎県延岡市で開催された「みちづくし
in のべおか ２０２５」に、九州各県から約５００
名の道守さんや関係者が集結しました。

今回のみちづくしのテーマは、

空も海も山も川も･･･
道でつながり、すべてを｢コエる｣･･･

今 回 の 「 み ち づ く し in のべおか 2 0 2 5 」 の テ ー

マ の 設 定 （ キ ー ワ ー ド ： コ エ る ） で は 、 各 地 の 道

守 さんが地域や立場を超えて「道」を守り育む思い

を共有し、道守活動のさらなる発展を目指すこと を

意図させ ていた だき ました。

陸の孤島と言われた 宮崎県そして特に延 岡市は、

山 地 に 囲 ま れ る こ と に よ り 陸 路 の 移 動 は こ れま で

大 変 苦 労 し ま し た 。 今 回 、 500名 を 超 え る 皆 様 と 一

同にお会いできるのも高速道路の整備が進展したこ

とによるものであり、「道」の大切さそして有難さ

についてあらためて認識する次第です。

＜功労者表彰 受賞者＞
道守福岡会議：けやき通り発展期成会
道守福岡会議：高２南クリーン隊
道守佐賀会議：三原 ユキ江 様
道守長崎会議：谷口 雅樹 様
道守くまもと会議：井川 寿範 様
道守大分会議：別府市上人ヶ浜自治会
道守みやざき会議：株式会社 五幸建設
道守かごしま会議：株式会社 鹿児島銀行 川内支店

会場の様子

根岸実行委員長 塚原代表世話人
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記念撮影

１．主催者挨拶・来賓挨拶



３．現地体験学習の活動報告

宮崎大学 地域資源創成学
部 根岸ゼミの学生による
「延岡・歴史文化とクルー
ジングコース」「高千穂・
神話と伝説まちコース」
「日向・天領細島の旧街道
と日向岬コース」について
参加の感想を発表していた
だきました。

４．道守活動報告「コエる」
みちづくしｉｎのべおか２０２５のテーマに沿って、地域や分野、世代などを『超える』道守活動でのつ

ながり、活動に向けて乗り越えるべき課題・抱負などについて、各県道守会議から発表していただき、その
後意見交換を行いました。

５．大会宣言
大会宣言

延岡の地において道を守り育む活動を通じて多くの皆様と繋がりました。宮崎県そ
して、県北部地域は、かつて九州各地の皆様と繋がることは多くの困難 を 伴 い ま し た 。
しかし、高速道路が着実に整備され、多くの皆様と「道」を通じて地域を越え て繋
がることができるようになりました。この「道」を守り育む思いは、多様な組織の
皆様が立場を超えて繋がり育むことが大切であることを改めて確認しました。九州で
は、大きな自然災害に見舞われ、私たちの生活を脅かす危機と常に隣り合わせ と な っ
て い ま す 。 こうしたなか、地域や立場を越えお互いに協力し助け合う繋がりを持
つことがこれを乗り越える力となります。今回、道守・「道の駅」・風景街道の
三者が連携する取り組みとして、道の駅「北川はゆま」を核とした防災・地域づく
りの連携事業をスタートさせていきます。この道守活動を、これからも地域や立場
を越えた様々な連携（活動）により、広げていくことをここに宣言いたします。

みちづくし in のべおか２０２５ 実行委員会

日之影町の道づくりを考える女性の会 坂本 久美子
道づくりを考える高千穂女性の会 喜田 鉞子坂本・喜田実行委員

＜ 発 表 者 ＞

道守ふくおか会議：三原さん
道守佐賀会議：藤田さん
道守長崎会議：谷口さん
道守くまもと会議：阿南さん
道守大分会議：成迫さん
道守鹿児島会議：西ノ原さん
道守みやざき会議：米さん
道守みやざき会議：佐伯さん

＜奨励賞 受賞者＞
道守長崎会議：大崎高等学校 野球部
道守大分会議：NBU 日本文理大学附属高等学校
道守みやざき会議：沖田なかよし子ども会

賞状授与の様子（沖田なかよし子ども会）

＜感謝状＞
道守みやざき会議：山下新天街商店街振興組合

発表をする学生達

６．大会旗授与・次期開催地代表挨拶

根岸実行委員長より次期開催地
（佐賀県三養基郡上峰町）の三原
道守佐賀会議代表世話人へ大会旗
が授与されました。三原代表世話
人からは、次回開催に対する抱負
と意気込みが述べられました。

７．閉会

道守みやざき会議
黒木 繁人 氏

発表資料



交 流 集 会
１．開会挨拶 ２．乾杯の挨拶

３．各県 道守会議紹介

４．万歳三唱

根岸実行委員長 三浦延岡市長

福井道路部長

道守福岡会議

道守佐賀会議

道守長崎会議 道守くまもと会議

道守大分会議 道守みやざき会議道守かごしま会議

延岡市の山下新天街にて交流集会が行われました。開会前のアトラクションでは、会場の皆さんの今後の繁栄や無
病息災を願う神楽の舞や御神輿が披露され、参加された皆さんを盛り上げました。各県の道守屋台にはご当地の特産
品などが並ぶとともに、今回特設された延岡市のブースでは宮崎特産の地鶏等が振る舞われました。今回の交流集会
では今山八幡宮の参道をステージとして使用して各県道守会議紹介も行い、参加した道守さんたちそれぞれによる活
発な交流が行われました。

日向「ひょっとこ踊り」

交流集会の様子

ステージの様子



みちづくし in のべおか２０２５ 現地体験学習会

最初に訪れたのは「西郷隆盛宿陣跡資料館」で「和田越の決戦」に大敗北を喫した西郷隆盛軍が、北川に逃れた際
に立ち寄ったゆかりの家で、現在は資料館として整備され、隆盛愛用の遺品や戦争資料の展示を見学しました。次に
防災道の駅に指定された道の駅「北川はゆま」で、延岡市の特産品の販売や地元物産館を見学し、次に明治三十八年
創業の「佐藤焼酎製造場」で焼酎の仕込みを見学し、最後に延岡城・内藤記念博物館にて、延岡藩主「内藤家」に伝
来した貴重な品々を見学しました。

妙国寺で写経体験 大御神社へ参拝

Ａコース：延岡・歴史⽂化とクルージングコース

Ｂコース：⾼千穂・神話と伝説まちコース

Ｃコース：⽇向・天領細島の旧街道と⽇向岬コース

最初に柱状節理のすばらしい懸崖となった峡谷で、落差17メートルで日本の滝百選に指定されている名瀑「真名井
の滝」がある、「高千穂峡」を満喫しました。次に約1900年前の垂仁天皇時代に創建され、国の重要文化財に指定さ
れている「高千穂神社」で、神楽を鑑賞しました。最後に「天岩戸神社」「天安河原」を見学し、神話の舞台と伝え
られる地や神々を祀る神社が数多くあることから「神話の里」と言われる癒しの地、高千穂町を満喫しました。

最初に国指定名勝庭園の「妙国寺庭園」を見学し、写経体験をしました。次にリアス式海岸一帯が国の天然記念
物に指定されている「日向岬の柱状節理」を見学しました。「馬ヶ背」の展望台から望む太平洋の大パノラマや、
十字に裂けた岩場が特徴的な願いが叶うと言われる「クルスの海」の壮大な景観を体感しました。最後に日向のお
伊勢さまと言われる大御神社、鵜戸神社へ参拝し、日向の古代ロマンあふれるパワースッポトを満喫しました。

佐藤焼酎製造場の商品見学

天安河原を見学真名井の滝滝見台からの景色

西郷隆盛宿陣跡資料館
ガイドさんより解説

高千穂神社にて神楽の鑑賞

延岡城・内藤記念博物館
ガイドさんより解説

日向岬を背景に記念撮影




